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国立市立国立第二小学校改築プランに対する要望書： 
屋外うさぎ小屋新築を中止し小学校の動物飼育を終了してください 

 
突然のご連絡失礼いたします。私どもは、現代社会において人々が利用する動物たちの苦しみ

に光をあて、課題の解決を目指すべく活動する市民グループです。国立市立国立第二小学校改築

事業におきまして、うさぎ小屋の新築予定があることを貴市在住の当会メンバーより知らされま

した。臆病でデリケートなうさぎやモルモットは学校での適切な飼育は難しく、学校での動物の

飼育廃止を望む声が高まっています。さらに気候変動で暑さや寒さが厳しくなっており、屋外で

の動物の飼育は不適切となっています。 
つきましては、国立市立国立第二小学校の屋外のうさぎ小屋の新築中止、および国立市の小学

校における動物の飼育を終了し、適切な一般家庭への譲渡を求め、本要望書を送付させていただ

きます。 
 
【要望事項】 
1. 国立市立国立第二小学校改築時の屋外うさぎ小屋新築を中止してください。 
2. 国立市の小学校における動物の飼育を終了してください。 
3. 国立市の小学校の動物飼育終了に至るまでは、現状の飼育環境を改善してください。 
4. 現在国立市の小学校で飼育されているうさぎを適切な家庭に譲渡してください。 

 
 
なお、当会のメンバーが確認した国立市内の小学校の動物の飼育状況は以下の通りです。 

 
＜国立市小学校の小動物飼育状況＞ 

 国立第一小学校：屋外にうさぎ×２（ココア、ラテ）。 
生徒が持ち込んだものらしく、年齢等は不明。 
このうさぎで最後とし、今後は学校で動物を飼育しない。 
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 国立第二小学校：屋内にうさぎ×２。 

ケージ内飼育で、毎日の適切な運動や温度管理が行われていない。 
 国立第三小学校：モルモット×１を飼育していたが、昨年末に入院先で死亡。 

今後は学校で動物を飼育しない。 
 国立第四小学校：飼育動物なし。 
 国立第五小学校：屋外にうさぎ×１（あずき）。鶏×１は死亡。 

高齢のうさぎがいつも１匹でうずくまっている。 
このうさぎで最後とし、今後は学校で動物を飼育しない。 

 国立第六小学校：飼育動物なし。 
 国立第七小学校：屋外に鶏×２。 

寒さなどは段ボールで対策しているとの回答。 
 国立第八小学校：飼育動物なし。 

 
以下に要望の詳細を記します。 

 
【各要望点の詳細】 

 
1. 国立市立国立第二小学校改築時の屋外うさぎ小屋新築を中止してください。 

国立第二小学校では校舎改築にともない、屋外で飼育していたうさぎ２匹を現在は屋内に

移して飼育しているとのことでした。しかしうさぎ小屋が新築されると、いったん室内に入

れたうさぎをまた屋外に出すことになります。再び寒暖差のある外気にさらし、台風や害虫、

騒音もある屋外に出すのは、うさぎにとって過酷すぎ、配慮に欠けています。令和８年４月

頃に完成予定とのことですが、その頃にはうさぎはさらに高齢化していることも考慮してく

ださい。 
気候変動で年々暑さと寒さが厳しくなっています。体の小さなうさぎは体温調節にとても

体力を使います。特に暑さと湿気には弱く、適正温度の 18～24℃、湿度 40～60％を保つ必

要があります。近年、人間でも長時間屋外にいることが耐えがたい気候となっており、当然

ですが、うさぎにも適切に管理された安定した環境が必要です。 
さらに台風や大雨などの被害も年々大きくなっており、屋外飼育では安全が確保できませ

ん。強い雨や強風の中で、うさぎは不安におびえながら耐えることになります。 
また、ほかにうさぎを飼育しているのは国立第一小学校、国立第五小学校のみですが、い

ずれの小学校も、飼育は現在のうさぎで終了するとしています。国立第二小学校がうさぎ小

屋を新築してしまうと、学校でうさぎの飼育を継続するのは、国立第二小学校のみとなり、

社会の情勢から取り残されることになります。 
 
2. 国立市の小学校における動物の飼育を終了してください。 

2024 年９月、文部科学省初等中等教育局教育課程課に「学校うさぎ廃止」を求める署名

58,708 名分が提出され、提出の際に当会も同席をさせていただきました。これは動物の適正



 
 
な取り扱いを求めて、うさぎを教材とする教育のあり方に国民の目が厳しくなっていること

を表しています。 
SNS では連日のように、小学校で飼育されているうさぎがかわいそうだ、救いたい、とい

う訴えが各地域から投稿されています。市民の保護活動により、埼玉県志木市ではうさぎを

飼育している小学校はなくなりました。 
動物を人が利益を得るための道具とみなし、低福祉状態に置いても問題ないと考える身勝

手な態度を、どうか小学校教育で教えないでください。うさぎは小屋やケージに閉じ込めた

まま運動させなくてもよい、長時間目を離してもよい、屋外でも室内でもどんな飼育環境で

も大丈夫だ、など、児童に間違った認識させる「学校うさぎ」について考え直してください。 
うさぎは丈夫だと誤解されがちですが、とても臆病でデリケートな動物です。現在飼育さ

れているのは、たまたま生き延びることのできた個体であり、環境になじめなかったうさぎ

は亡くなり、先生の移動や児童の卒業で忘れ去られてきたのではないでしょうか。 
ちなみに、「ペット」として取引される小動物の多くは 、劣悪な繁殖施設から来ています。

新たに税金で動物を購入することによって、そのようなペット産業を支えることのないよう、

この点につきましても、厳にお願いをいたします。 
 

3. 国立市の小学校の動物飼育終了に至るまでは、現状の飼育環境を改善してください。 
国立第一小学校：問題点と改善のお願い 
屋外の飼育小屋に、「ココア」と「ラテ」の２匹のうさぎがいます。飲み水の入った容器の

高さが、うさぎには高すぎており、底も丸くなったボウル状で不安定なので適切な容器にか

えてください。小屋の隅には汚れた毛布が積まれていました。清潔なものに取り換えるか、

新しい敷き藁の上でくつろげるようにしてください。 
屋外飼育がうさぎには過酷であるのは前述のとおりです。室内飼育に切り替え、24 時間の

温度管理と、運動のための時間とスペースの確保をお願いいたします。 
「ココア」と「ラテ」の２匹のうさぎはとても仲がよく、bonded pair（結び付きの強いペ

ア）のようでした。本要望書では小学校での飼育終了を要望しておりますが、その際は２匹

とも一緒に迎えることのできる受入れ家庭探しを、併せてお願いいたします。 
 
国立第二小学校：問題点と改善のお願い 

室内で２匹のうさぎが飼育されています。エアコンやヒーターなどでの 365 日 24 時間の

適切な温度管理が行われていないようでした。 
うさぎは朝晩、２時間以上の運動が必要ですが、サークルなどでの運動場も与えられず、

ケージに入れっぱなしにしています。 
「令和５年度二小ニュース」によると、児童が「うさんぽ」と称して散歩させることもあ

るようですが、これでは肥満対策や運動不足解消にはなりません。うさぎにリードをつけて

散歩させるのは、もぐったり隠れたりするうさぎの習性にそったものでなく、また逸走の懸

念もあります。「うさんぽ」はうさぎの飼育おいて危険であり、不要とされています。 



 
 

また、金曜日に土日分の食べものや水を用意すると「令和６年度二小ニュース」にありま

すが、実際には土日は警備員が食べ物や水をあげているとのことでした。不在の前にまとめ

て食べ物を与えること、あるいは人任せにすること、いずれも動物の飼育としては正しくあ

りません。 
まずは飼育環境の改善としまして、24 時間の適切な温度管理と、毎日の十分な運動の時間

とスペースの確保をお願いいたします。 
 

国立第五小学校：問題点と改善のお願い 
高齢のうさぎ「あずき」が屋外に、１匹で飼育されています。飼育小屋はなぜか大きな高

低差のある作りで、うさぎにはあまり意味のないものでした。 
もとは２匹で飼育されていましたが、１匹は亡くなりました。うさぎは社会性が高いので、

１匹で取り残されると精神的なストレスやうつを発症する場合もあります。いつも１匹で

じっとしており、ソアホック（飛節びらん）の心配もあります。ソアホックは、うさぎの足

裏にできる皮膚炎で、高齢になったり、コンクリートなどの硬い床、金網床などで飼育され

たりすることで生じます。うさぎには肉球がないため、足裏に負担の影響がでやすいです。 
また、国立第五小学校は「あずき」がオスかメスかを把握していませんでした。飼育して

いるうさぎについて基本的な知識もないのに、子どもたちへの教育になど、なるわけがあり

ません。 
高齢であることにも配慮し、室内飼育に切り替えてください。室内飼育の際は 24 時間の

温度管理と、運動のための時間とスペースの確保をお願いいたします。また、オスかメスか

の把握や精神的なケアも含め、小動物を診ることのできる動物病院での健康診断をお願いい

たします。（ほとんどの病院は犬猫が主な専門ですので、うさぎを診察できる病院を探して受

診してください） 
 

＜補足：温度管理について＞ 
気候変動や災害の増加などにより、屋外飼育が動物にとって厳しいものとなっています。

屋内飼育でもエアコンやヒーターによる 360 日 24 時間の温度管理が必要です。動物の飼い

方に関する国民の意識が変わってきているのは前述のとおりです。 
また、うさぎの飼育には温度管理が必須となります。適正温度の 18～24℃、湿度 40～60％

を保ために、うさぎを飼育している各小学校は、うさぎの飼育環境に温度計を必ず設置して

ください。これはうさぎに限らず、すべての動物の飼育にも関係があることなので重要な学

びになると思います。 
 

＜補足：休日の飼育担当者の不在について＞ 
うさぎを飼育している小学校のいずれも、休日は警備が世話をしているとのことでした。

しかし動物の飼育は水とえさを与えればよいというものではありません。うさぎは自然界で

は捕食される側の動物ですので、弱ったところを狙われないために不調を隠そうとします。

そのため、体調の異変に気が付いたときには手遅れの場合があります。動物の飼育は飼い主



 
 
が日々責任をもって行い、食事の量、毛づやや表情、排泄物の状態など、毎日の細やかな観

察とコミュニケーションが不可欠ということも、児童に学んでいただきたいです。 
 
国立第七小学校：問題点と改善のお願い 
屋外に鶏が２羽飼育されています。寒さや風などは段ボールで対策しているとのことでし

たが、厳しい暑さ寒さや強風などが段ボールでしのげるとは思えません。本要望書は主にう

さぎについて要望していますが、鶏についても飼育環境を改善し、今後の飼育終了をお願い

いたします。 
 
4. 現在国立市の小学校で飼育されているうさぎを適切な家庭に譲渡してください。 

学校で過酷な状況を耐えているうさぎたちを適切な飼育のできる家庭に譲り渡し、安定し

た環境で安心して暮らせるようにしてください。うさぎたちには、穏やかな余生が必要です。

その動物にとって命はひとつ、生涯は一度きりです。校長自らうさぎを一般家庭に譲り渡す

決意をし、生徒に動物の幸せについて話をした小学校の事例もあります。どうか国立市もそ

れに続いてください。 
受入れ家庭探しには一般からだけでなく、保護者からも候補を募るのも方法のひとつかと

存じます。その際は、経験豊富で適切な保護団体か経験者にサポートを求め、見極めを行っ

てください。再三申し上げているとおり、うさぎの飼育は決して気楽に簡単にできるもので

はありません。 
くれぐれも虐待目的の詐取や、保険加入を要求する、動物のレンタルを行う、といった団

体にはご注意ください。 
 
また、学校での動物飼育に代わる教育の提案や、海外の動向などを以下に記します。 
 

＜自然や動物に負担をかけない学び、教育＞ 
自然界に生きる野生の生きものたちや、ビオトープのような野生生物の生息域を、環境や

生態に影響のない範囲で観察したり、質の高いドキュメンタリーを見たり、動物の気持ちに

なってみるロールプレイで考えさせたりすることで、子どもたちに動物をどう尊重するかや、

そのライフサイクル、行動などについても教えることができます。また、植物を育てること

でも生命に対する責任感を育むことができます。 
 

＜海外の動向＞ 
世界的に知られるイギリス最大の動物虐待防止団体「RSPCA（英国動物虐待防⽌協会）」

などの団体も、動物に苦痛や苦しみを引き起こす、もしくは引き起こす可能性のある、教育

における動物の利用に反対しています。RSPCA は、教室でペットを飼わなくても、子ども

や若者に動物について教えることができるとしています。 
日本の動物福祉は国際社会から大きく後れをとっており、国際団体による評価も低く、日

本の動物実験保護法制の評価は A～G ランクのうちの E ランク、畜産動物の保護に至って



 
 
は、日本は最低ランクのＧランクです。動物の娯楽利用についても、韓国ではイルカショー

など野生動物によるショーやふれあいが禁止、台湾でもイルカショーに対しする見直しが始

まっています。動物サーカスもすでに世界 56 か国で禁止となっています。日本の動物福祉

や保護は、近隣諸国を含め国際社会から取り残されているのが現状です。こうした日本社会

の動物福祉に対する認識の低さは、日本の学校教育から来ている可能性を日々の活動のなか

で感じております。 
国際社会に追いつき、足並みをそろえるには、まず、教育の現場で動物の生態を正しく知

り、動物の福祉や倫理を学ぶ必要があるのではないでしょうか。動物たちを体験用の教材と

して扱うのではなく、大人たちがその動物にとって快適な環境を提供し、最大の幸せを追求

する姿勢を子どもたちに示してください。 
 
要望内容の詳細につきましては、以上となります。 
 
昭和の時代より続いてきた、学校全体を挙げてうさぎや鶏などを飼育するのは日本独特の

ものですが、いったいどれだけの効果があったのでしょうか。子どもたちが大人になったと

き、学校うさぎをどのように振り返るかを考えてみてください。それぞれの児童が成長し、

動物の倫理や保護を学んだとき、正しくない飼育だった、かわいそうなことをした、という

思い出が残るかもしれません。 
 

要望１～４でお伝えしましたように、国立市第二小学校の屋外のうさぎ飼育小屋新築を中

止し、早急に飼育環境を改善したうえで学校飼育は終了に向かい、あたたかい家庭に迎えて

もらえるよう、重ねてお願い申し上げます。また動物福祉を尊重し、うさぎだけでなくモル

モットや鶏などの学校での動物飼育を今後は行わないようあわせてお願いいたします。 
 

 
記 

 
 １．同封物： 当会ウェブ記事 
       「うさぎもモルモットも学校飼育を廃止に   
       『情操教育』に苦しめられる動物たち」      １部 
 
        なお、本要望書に対するご回答に関しましては、当会ウェブサイト

等で公表させていただく場合がございます。 
 

 
以上 

 


